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副籍制度への取組副籍制度への取組

東京都教育庁指導部東京都教育庁指導部
義務教育特別支援教育指導課義務教育特別支援教育指導課

統括指導主事統括指導主事 山中ともえ山中ともえ
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１１ 副籍制度の目的副籍制度の目的

•• 都立特別支援学校に在籍する児童･都立特別支援学校に在籍する児童･

生徒が、生徒が、居住する地域の区市町村立居住する地域の区市町村立

小・中学校に副次的な籍小・中学校に副次的な籍（以下「副籍」（以下「副籍」

という。）をもち、直接的な交流や間接という。）をもち、直接的な交流や間接

的な交流を通じて居住する地域とのつ的な交流を通じて居住する地域とのつ

ながりの維持・継続を図る制度ながりの維持・継続を図る制度
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２２ 副籍制度副籍制度導入までの経緯導入までの経緯

昭和昭和6363年～年～ 心身障害児理解教育推進事業心身障害児理解教育推進事業
＊学校間交流の推進＊学校間交流の推進

平成平成1515年年1212月月 心身障害教育改善検討委員会心身障害教育改善検討委員会
＊居住地校交流の検討＊居住地校交流の検討

平成平成1616年年 99月月 居住地校交流の開始居住地校交流の開始

平成平成1616年年1111月月 東京都特別支援教育推進計画東京都特別支援教育推進計画
＊副籍制度を示す＊副籍制度を示す

平成平成1717年４月年４月 副籍モデル事業の開始副籍モデル事業の開始
＊＊北北区区、八王子、八王子市市、調布、調布市市、あきる野、あきる野市で試行市で試行

平成平成1919年～年～ 全都で全都で副籍制度開始副籍制度開始
副籍ガイドライン作成・配布副籍ガイドライン作成・配布
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平成２１年３月発行平成２１年３月発行

都内公立小・中学校
全教員に配布
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３３ 副籍で行う交流活動の内容副籍で行う交流活動の内容

•• 対象・・・・・・・対象・・・・・・・・・・・・・希望する・・・・・・希望する都立特別支援学校の都立特別支援学校の
小・中学部に在籍する児童・生徒全員小・中学部に在籍する児童・生徒全員

•• 地域指定校・・・地域指定校・・・・・・・・・・・原則として居住地に最も近い原則として居住地に最も近い

小小学学校又は中学校校又は中学校

•• 交流の内容交流の内容

①間接①間接的な的な交流・・・学校便り、学校行事の案内交流・・・学校便り、学校行事の案内等の等の

交換（全ての児童・生徒）交換（全ての児童・生徒）

②直接②直接的な的な交流・・・学校行事への参加、授業へ交流・・・学校行事への参加、授業へのの

参加、共同学習等参加、共同学習等
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４４ 副籍の実施状況副籍の実施状況
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５５ 副籍制度により期待される効果副籍制度により期待される効果
〈〈児童・生徒に対して児童・生徒に対して〉〉

①特別支援学校の児童・生徒にとっては、①特別支援学校の児童・生徒にとっては、

居住する地域における居住する地域における同年代の児童・生同年代の児童・生

徒との関係が構築され、徒との関係が構築され、地域の一員とし地域の一員とし

ての自覚ての自覚が芽生える。が芽生える。

②地域指定校の児童・生徒にとっては、②地域指定校の児童・生徒にとっては、障障

害に対する正しい理解と認識害に対する正しい理解と認識を深めを深め、思、思

いやり等を育むいやり等を育むことができる。ことができる。
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③③地域指定校の各教職員地域指定校の各教職員や保護者や保護者が、障害のが、障害の

ある児童・生徒への正しいある児童・生徒への正しい理解と認識を深め理解と認識を深め

るる多くの機会を得られる。多くの機会を得られる。

④④特別支援学校、地域指定校特別支援学校、地域指定校双方の双方の教職員や教職員や

保護者保護者の連携が深まり、の連携が深まり、特別支援教育の協特別支援教育の協

力・協働体制づくりを進めることができる。力・協働体制づくりを進めることができる。

５５ 副籍制度により期待される効果副籍制度により期待される効果
〈〈教職員や保護者に対して教職員や保護者に対して〉〉
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６６ 課課 題題

•• 特別支援学校の全児童・生徒に副籍を持たせ特別支援学校の全児童・生徒に副籍を持たせ
るための理解啓発るための理解啓発

•• 小・中学校のバリアフリー化の工夫小・中学校のバリアフリー化の工夫

•• 直接的な交流として参加した授業の直接的な交流として参加した授業の教育課程教育課程
上の位置付けや評価上の位置付けや評価

•• 直接的な交流として参加する行事の直接的な交流として参加する行事の安全確認安全確認
や派生するや派生する費用費用についてについて

•• 直接的な交流を実施する際の直接的な交流を実施する際の送迎や付添い送迎や付添い
についてについて

•• 間接的な交流の際のたよりを届ける方法や費間接的な交流の際のたよりを届ける方法や費
用について用について
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